
●県民が緑と親しみ、身近に感じることができる機会として、各地域において緑化イベ
ントが開催されています。

●緑に対する理解や意識を深めていくためには、活動の場や参加機会の提供を行ってい
く必要があります。

●緑のまちづくりを進めていくためには、県民と行政それぞれが緑に関する情報を共有
し、多様な活動の中でコミュニケーションを図っていく必要があります。

●緑化イベントの開催にあたっ
ては、県民のニーズと緑化活
動をうまく組み合わせるとと
もに、企業等の協力や協賛を
得て実施します。
●県民に緑に対する理解や意識
を深めてもらうため、広報や
マスメディアを活用して、緑
に関するわかりやすい広報活
動を行います。
●ＮＰＯ法人、緑化ボランティ
ア団体、事業者、行政などの
取組情報や意見などを収集し、
共有することで情報ネットワ
ークを構築します。

施策の方向性

有明海岸の森林づくりｉｎ白石（白石町）

よかウッドフェスタ（佐賀市）

現状と課題



●県民一人一人がそれぞれの地域に愛着を持ち、緑の文化を育てるという気運を広げて
いく取り組みを推進していく必要があります。
●県民や民間企業、各種団体、行政等がそれぞれ自主的な緑づくりの取り組みを促進す
るとともに、各主体が連携して緑づくりに取り組んでいく必要があります。

●県民や民間企業、各種団体と
ともに、総合的かつ効果的な
連携を図った緑づくりや緑の
管理、人づくりの取り組みを
行います。
●行政は、民間団体等が行う自
主的な緑づくりを支援するた
め、積極的に施策を講じます。
●関係団体等と行政が連携して、
緑化に関する意識の高揚を図
るための普及啓発活動に取り
組みます。

施策の方向性

佐賀市植樹祭（佐賀市）

地域住民による緑化（橘公民館：武雄市）

現状と課題



●県民に緑の役割や重要性について知ってもらうため、マスメディア等を積極的に活用
した広報活動を行う必要があります。
●緑化ボランティア団体などの積極的な活動を進めるためには、緑に関する総合的な知
識や技術を有する指導者を育成する必要があります。

●緑に関するイベント等におい
て、樹木の苗木の配布などを
通じ、緑化に関する積極的な
広報活動を行います。
●県民が緑づくりに関する情報
を的確に入手でき、意見が反
映できるようなネットワーク
づくりを行います。
●緑化ボランティア団体を対象
とした交流会や研修会を開催
し、緑に関する知識や技術を
習得した緑づくりの指導者を
育成するとともに、団体同士
の情報交換の場をつくります。
●ホームページやメディア等を
活用した緑づくりに関する情
報提供や専門家による指導・
助言を行うなど、緑化活動を
支援します。

施策の方向性

「さがの樹」の配布による緑化の普及啓発

緑化ボランティア活動等の支援

現状と課題



●公益財団法人さが緑の基金により、緑の募金活動が展開されており、この募金を活用
した地域住民や緑化ボランティア団体等による緑化が行われています。
●緑を県民共通の財産として守り育てていくため、公的資金とあわせて、緑の募金等に
よる財源確保が必要となっています。

●県民に緑の大切さを伝えるための普
及啓発活動を行い、緑の募金を活用
した各種緑化を積極的に進めるとと
もに、県民の緑の募金に対する理解
を深めます。

施策の方向性

●県、市町、緑の基金などが中心となって、緑化功労者等の表彰や緑化ポスターコン
クールなどの各種表彰を行い、県民の緑化意識の向上を図っています。
●県民の緑化意識の向上を図るため、それぞれの顕彰制度の連携を図りながら、多角的
に展開していく必要があります。

●県民・団体・事業者などの緑の保全
や緑化推進に関する優れた取り組み
を積極的にＰＲするとともに、緑化
運動に関する各種コンクールを実施
し、緑化思想の醸成を図ります。

施策の方向性

緑化功労者等の表彰

緑の少年団による緑の募金活動

現状と課題

現状と課題



●緑や環境に理解を持ち、実際に行動する県民を増やすうえで、環境教育、環境学習の
役割は大変重要です。
●公園や学校をはじめとする緑の空間は、環境教育、環境学習のための重要な場であり、
豊かな題材を提供します。
●県民の緑化意識の向上を図るため、それぞれの顕彰制度の連携を図りながら、多角的
に展開していく必要があります。

●環境教育・環境学習の場とな
る学校などにおいて、緑に関
する学習プログラムづくりを
推進します。
●県民を対象に、樹木医や森林
インストラクターによる研修
会等を開催し、緑化に関する
理解と意識の向上を図ります。
●少年自然の家や宇宙科学館と
連携を図り、子どもたちに緑
の学習機会を提供します。

施策の方向性

緑の少年団活動発表大会

緑の探検学習会

現状と課題


